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【第８回 設問】 
 
 Ｙは、Ａ社に５年間勤務していたが、上司との折り合いが悪くなって退職した。次の仕

事が見つからないので、あれこれ思い悩んでいたが、Ａ社に出入りする鍵やセキュリティ

カードをまだ返還していないことを思い出し、Ａ社にある顧客名簿をこっそり盗み出して、

これを名簿屋に売って儲けようと考えた。 
 Ｙは、①１１月１日の深夜、持っていた鍵を使ってＡ社に忍び込み、顧客名簿を管理す

るコンピュータを立ち上げて、名簿のデータを開いて確認したうえ、コンピュータの隣に

備え付けられていたプリンターを使って、名簿の印字をはじめた。そのデータは、約５０

００件以上あり、備え付けのプリンターは、機種が古く印字速度が遅かったので、ようや

く３００人分を打ち出した時点ですでに１５分が経過してしまった。Ｙは、いつまでも印

字を続けていると見つかるおそれがあると考え、コンピュータの電源を落とし、元通り片

づけて施錠して逃げた。 
 それでも、５０００人分全部を手に入れないと名簿屋に売りに行けるようなものになら

ないと考えたＹは、さらにもう一度Ａ社へデータを盗りに行くことを決意した。②１１月

３日の深夜、自分の所有するフロッピーディスクを数枚持参し、以前と同様にコンピュー

タを立ち上げ、その持参したフロッピーディスクにデータをコピーしはじめた。ところが、

１枚のフロッピーディスクが一杯になった時点で停電になり、１０００人分くらいのデー

タしかコピーできないまま逃走した。 
 さらにＹは、残りのデータをなんとか手に入れたいと考え、③１１月６日深夜、フロッ

ピーディスクを持って、Ａ社に侵入した。そして、いつものようにコンピュータを立ち上

げようとしたが、担当者の氏名とパスワードを入力しないと立ち上がらないようにシステ

ムが変更されていた。Ｙは一瞬困ったが、そのコンピュータを管理しているのが元同僚の

Ｂであることを思い出した。Ｂは、日頃、パスワードを覚えるのが苦手らしく、銀行のキ

ャッシュカードやクレジットカードの暗証番号、仕事の関係先のホームページの会員パス

ワードなどを書き込んだ紙を机の引き出しに入れておいて、必要なときにはそれを取り出

して入力しているのを見たことがあった。顧客名簿を管理するコンピュータのパスワード

もどこかに書いているかもしれないと思い、Ｂの机のなかを探してみた。するとすぐにパ

スワードがわかった。Ｙは、コンピュータを立ち上げることに成功し、みごと全部のデー

タをコピーして持ち帰り、これを名簿屋に５万円で売ることができた。 
 Ｙは、１１月１０日、鍵を返還するのを忘れていたとして、Ａ社に鍵を返還した。上記

のとおり、３回忍び込むについては、自分が鍵を持っている立場なので、どろぼうが侵入

した形跡があれば、真っ先に疑われると思い、痕跡が残らないように慎重に行動した。１

１月１日のときには、印字をしたものの、１５枚程度であったため、紙が減っていること

に気づかれることはなかった。あとの２回は、持参したフロッピィにコピーしただけで、

元のデータはそのままにしておいたので、やはり気づかれることはなかった。 
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 それから数日が経過したが、Ｙはいまだに職が決まらず、むしゃくしゃしていた。④１

１月２０日、Ｙは、さらにＡ社の仕入先名簿が手にはいらないかと考えることもあったが、

鍵を返してしまったことであり、ドアや窓を壊してまで会社に侵入しようとは思わなかっ

た。が、ふと、それまで、自分が営業にでかけた際に、外出先から自分のパソコンを使っ

てインターネット経由でＡ社のサーバーにアクセスし、得意先顧客データベースを参照し

て、データの入出力をしていたことを思い出した。今はもうできなくなっているだろうと

思いながらも、試しにやってみようと思い、勤務していたときと同じように、自分のノー

トパソコンから、インターネット経由でＡ社のコンピュータサーバーにアクセスし、自分

の名前とパスワードを入力してみた。すると、なんと、以前と同じようにアクセスできた。

Ｙが退社したにもかかわらず、Ｙの氏名とパスワードでのアクセスを無効にするのを忘れ

ているようであった。Ｙは、それ以上何かすると、すぐに自分がしたことがわかり、先の

侵入とデータの盗み出したことまで発覚してはいけないと思い、すぐにアクセスを中断し

た。 
 さらに数日後の⑤１１月２５日、ますます金に困っていたＹは、１１月２０日にまだ自

分のパスワードが有効になっていたことが頭から離れず、顧客名簿よりもＡ社にとって重

要な仕入先名簿のデータを盗み出して金にできないかと考え、以前と同様にアクセスした。

しかし、さすがにその時点ではＹのＩＤとパスワードは無効になっており、アクセスはで

きなかった。そこで、Ｙは、かつて、何度か外出先から会社に電話したとき、元同僚Ｂの

声に聞き間違えられたことを思い出し、Ｂの名をかたってＡ社のコンピュータのシステム

課に電話し、「外出先から本社のコンピュータサーバーにアクセスしたいのだが、パスワー

ドを書いた手帳を忘れてきたので、パスワードを教えて欲しい。」とお願いしたところ、う

かつにもシステム課員がパスワードを教えてしまった。Ｙは、こうして知ったＢのパスワ

ードを使って、インターネットを通じてＡ社のコンピュータサーバーにアクセスし、仕入

先名簿等のデータを自分のパソコンのハードディスクにコピーした。と同時に、Ａ社のか

つての上司に対する憎しみがこみあげてきたＹは、コンピュータサーバーのデータを次々

とでたらめな情報に書き換え、業務上不可欠な情報を消去するなどした。 
 
＜問題＞ 
 
 上記のＹの①１１月１日、②１１月３日、③１１月６日、④１１月２０日、⑤１１月２

５日の行為について、それぞれの罪責を検討してください。 
 


